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項

新

旧

異
動
年
月
日

朝
倉
医
師
連
盟

田
邉　

庸
一

代
表
者
の
氏
名　

会
計
責
任
者
の

氏
名　

田
邉　

庸
一

田
中　

正
彦

坂
田　
　

高

冨
田　

泰
生

四
、　

六
、
二
三

朝
倉
薬
剤
師
連

盟

新
留　

孝
一

代
表
者
の
氏
名
新
留　

孝
一

平
位　

昌
稔

五
、　

二
、
一
七

伊
藤
ひ
と
し
後

援
会

井
上　

克
義

代
表
者
の
氏
名
井
上　

克
義

熊
谷　

光
男

五
、　

一
、
三
一

糸
島
医
師
連
盟

冨
滿　

久
教

代
表
者
の
氏
名　

会
計
責
任
者
の

氏
名　

冨
滿　

久
教

田
中　
　

仁

菊
池　

正
統

冨
満　

久
教

四
、　

六
、
二
〇

稲
生
ま
り
こ
と

市
民
と
政
治
を

つ
く
る
会

稲
生
茉
莉
子

会
計
責
任
者
の

氏
名

田
中
あ
す
み

伊
藤　

智
子

五
、　

二
、
一
〇

大
石
正
信
後
援

会

福
田　

淑
江

会
計
責
任
者
の

氏
名

安
永　
　

武

永
田　

浩
一

四
、
一
一
、　

一

お
お
つ
か
進
弘

後
援
会

大
塚　

進
弘

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
直
方
市

古
町
八

－

八

福
岡
県
直
方
市

上
新
入
三
〇
八

二

－

五

五
、　

一
、
一
五

勝
友
後
援
会

江
里　

孝
弘

代
表
者
の
氏
名
江
里　

孝
弘

手
島　

進
志

五
、　

二
、
二
四

亀
崎
弘
記
後
援

会

亀
﨑　

弘
記

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

東
区
水
谷
二

－

一
一

－

三
九　

日
野
ハ
イ
ツ
一

階

福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
渡
辺
通

二

－

一

－

八
二

　

電
気
ビ
ル
第

二
別
館
三
階

五
、　

一
、
三
一

北
九
州
市
八
幡

医
師
連
盟

鍵
山　

明
弘

会
計
責
任
者
の

氏
名

西
田　

英
一

髙
嶋　

雅
樹

四
、　

六
、
一
七

栗
山
て
つ
お
後

援
会

井
手
大
志
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

岡　
　

秀
美

橋
本　

文
孝

五
、　

二
、　

一

小
竹
り
か
後
援

会

小
竹　

理
香

会
計
責
任
者
の

氏
名

近
藤　

由
香

古
屋　

伴
明

五
、　

二
、
一
〇

清
和
会

梶
原　

勝
彦

代
表
者
の
氏
名
梶
原　

勝
彦

後
藤　

直
己

三
、　

九
、　

一

全
国
旅
館
政
治

連
盟
福
岡
県
支

部

井
上　

善
弘

会
計
責
任
者
の

氏
名

太
田　

信
博

富
安
信
一
郎

四
、　

五
、
一
七

段
下
季
一
郎
後

援
会

段
下
季
一
郎

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
筑
紫
野

市
二
日
市
西
二

－

一

－

七

－

四

号

福
岡
県
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央

二

－

五

－

一
二

五
、　

二
、　

一

つ
る
ゆ
き
こ
後

援
会

石
橋　

裕
子

政
治
団
体
の
名

称代
表
者
の
氏
名

つ
る
ゆ
き
こ
後

援
会

石
橋　

裕
子

鶴
ゆ
き
こ
後
援

会中
村　

征
一

五
、　

二
、　

一

中
村
和
弘
後
援

会

中
村　

和
弘

政
治
団
体
の
名

称

中
村
和
弘
後
援

会

中
村
か
ず
ひ
ろ

後
援
会

五
、　

二
、　

七

日
本
同
盟
福
岡

県
本
部

長
谷
川
淳
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
宮
若
市

長
井
鶴
八
四
七

－

三
三　

向
陽

一
三
九
号

福
岡
県
宮
若
市

長
井
鶴
七
二
二

－

一

四
、　

五
、　

六

福
岡
県
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
政

治
連
盟

久
保　

嘉
一

代
表
者
の
氏
名
久
保　

嘉
一

森
永
幸
次
郎

五
、　

一
、　

一

ふ
く
お
か
市
民

政
治
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
那
珂
川

曽
根
岡
紀
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

福
岡
県
那
珂
川

市
山
田
九
七
二

－

九
曽
根
岡
紀
子

福
岡
県
那
珂
川

市
片
縄
西
四

－

六

－

七

林
田　

徳
子

五
、　

二
、
一
〇

福
岡
の
未
来
を

つ
く
る
会

隈
本　

泰
清

会
計
責
任
者
の

氏
名

長
嶋　

良
昭

松
下　

龍
一

五
、　

二
、
一
六

藤
沢
か
よ
後
援

会

江
口　

道
子

会
計
責
任
者
の

氏
名

長
山　

直
美

佐
藤
み
ど
り

四
、
一
一
、　

一

三
笘　

よ
し
お

　

後
援
会

三
笘　

良
夫

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
小
郡
市

祇
園
一

－

二

－

一
二

福
岡
県
小
郡
市

大
保
一
三
三
六

－

九　

朝
日
プ

ラ
ザ
小
郡
七
〇

三
号

五
、　

一
、
三
一

宮
川
宗
一
郎
後

援
会

宮
川
宗
一
郎

政
治
団
体
の
名

称

宮
川
宗
一
郎
後

援
会

み
や
が
わ
宗
一

郎
後
援
会

五
、　

二
、
二
四

み
や
わ
き
豊
事

務
所

宮
脇　
　

豊

会
計
責
任
者
の

氏
名

宮
脇　
　

豊

前
田　

華
奈

五
、　

二
、
二
一
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む
ろ
や
美
香
後

援
会

那
須　

敬
子

政
治
団
体
の
名

称主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

む
ろ
や
美
香
後

援
会

福
岡
県
春
日
市

惣
利
二

－

三
二

　

メ
ゾ
ン
春
日

南
一
Ｆ

那
須　

敬
子

藤　
　

良
香

室
屋
み
か
後
援

会福
岡
県
春
日
市

惣
利
二

－

四
一

－

五
〇
二

久
保
田
利
幸

松
田　

和
子

五
、　

一
、　

一

山
下
や
す
ふ
み

市
政
事
務
所

山
下　

泰
史

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
竹
丘
町

二

－

一

－

八

－

四
Ｆ

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
井
相
田

三

－

一
六

－

二

五

五
、　

二
、
二
〇

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ

ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ

ａ
ｌ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

ｙ
孫
悟
九

大
島
九
州
男

公
職
の
種
類
（

第
一
号
）

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

会
計
責
任
者
の

氏
名

参
議
院
議
員

大
島
九
州
男
、

参
議
院
議
員

大
島
九
州
男

衆
議
院
議
員

大
島
九
州
男
、

衆
議
院
議
員

菊
井　

正
史

五
、　

一
、
一
八

五
、　

二
、　

一

和
田
あ
き
ひ
こ

後
援
会

和
田　

亮
彦

代
表
者
の
氏
名
和
田　

亮
彦

和
田　

凉
子

五
、　

二
、
二
二

わ
た
な
べ
文
敏

後
援
会

山
本　

英
和

代
表
者
の
氏
名
山
本　

英
和

竹
宗　

進
造

五
、　

二
、
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治

団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　
　

政　
　

治　
　

団　
　

体　
　

の　
　

名　
　

称

代
表
者
の
氏
名

　

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
福
岡
県
第
十
選
挙
区
支
部

山
本　

幸
三

　

四
、
一
二
、
三
一

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　

政　
　

治　
　

団　
　

体　
　

の　
　

名　
　

称

代
表
者
の
氏
名

　

解
散
年
月
日

新
し
い
柳
川
を
創
る
志
民
会
議

緒
方　

寿
光

　

四
、
一
二
、
三
一

入
江
弘
後
援
会

永
野　
　

賢

　

四
、
一
二
、
三
一

い
わ
せ
宏
史
後
援
会

岩
瀬　

宏
史

　

二
、
一
二
、
三
一

上
田
重
光
後
援
会

村
上　

功
司

　

四
、　

三
、
三
一

く
ぼ
た
哲
也
後
援
会

木
庭
健
太
郎

　

五
、　

二
、
一
四

後
藤
こ
う
じ
後
援
会

東　
　

泰
之

　

五
、　

二
、　

一

下
山
あ
き
ひ
ろ
後
援
会

下
山　

昭
博

　

五
、　

二
、　

一

髙
倉
寛
視
後
援
会

髙
倉　

寛
視

　

四
、
一
二
、
三
一

田
中
じ
ゅ
ん
こ
と
未
来
を
つ
く
る
会

田
中　

純
子

　

五
、　

一
、
二
三

日
本
同
盟
福
岡
県
本
部

長
谷
川
淳
一

　

五
、　

二
、
二
八

は
し
づ
み
和
雄
後
援
会

橋
積　

和
雄

　

四
、
一
一
、
二
〇

波
動

髙
倉　

寛
視

　

四
、
一
二
、
三
一

ほ
り
け
い
じ
後
援
会

堀　
　

敬
治

　

五
、　

二
、
二
四

松
尾
哲
也
後
援
会

松
尾　

哲
也

　

五
、　

一
、
三
一

み
う
ら
進
後
援
会

稲
留　

利
春

　

五
、　

二
、
一
四

諸
藤
哲
男
後
援
会

諸
藤　

哲
男

　

四
、
一
〇
、
二
一

吉
野
欽
也
後
援
会

田
代　

貞
義

　

四
、
一
二
、
三
一

吉
原
ひ
で
き
後
援
会

吉
原　

秀
樹

　

四
、
一
二
、
三
〇

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
孫
悟
九

大
島
九
州
男

　

五
、　

二
、　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
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資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体

の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日 

石
井　

大
輔

鞍
手
町
議
会
議

員

石
井
だ
い
す
け

後
援
会

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
木
月
二
二

六
一

－

三

五
、　

二
、　

六

大
賀　

文
子

古
賀
市
議
会
議

員

市
民
と
大
賀
ふ

み
こ
の
会

福
岡
県
古
賀
市
今
の
庄
二

－

五

－

三
〇
一
〇
二

五
、　

二
、
一
六

川
口　

誠
二

八
女
市
議
会
議

員

川
口
誠
二
後
援

会

福
岡
県
八
女
市
国
武
四
六
四

四
、　

一
、　

一

滝
脇　
　

統

春
日
市
議
会
議

員

た
き
わ
き
お
さ

む
後
援
会

福
岡
県
春
日
市
上
白
水
一

－

一
〇

－

一
〇
六

五
、　

二
、
一
六

長
野　
　

哲

久
留
米
市
議
会

議
員

長
野
さ
と
し
後

援
会

福
岡
県
久
留
米
市
津
福
本
町
二
二

六

－

一

－

四
〇
一

五
、　

二
、
二
二

春
口　
　

茜

筑
紫
野
市
議
会

議
員

春
口
あ
か
ね
と

子
ど
も
の
未
来

を
考
え
る
会

福
岡
県
筑
紫
野
市
二
日
市
北
一

－

八

－

一

－

二
〇
二

五
、　

二
、
二
〇

福
井　

大
志

大
牟
田
市
議
会

議
員

ふ
く
い
大
志
後

援
会

福
岡
県
大
牟
田
市
片
平
町
八
二

－

四　

延
命
寺
マ
ン
シ
ョ
ン
五
〇
一

五
、　

二
、　

六

本
司　

敬
宏

福
岡
市
議
会
議

員

本
司
ゆ
き
ひ
ろ

後
援
会

福
岡
県
福
岡
市
南
区
高
宮
一

－

一

九

－
二
八　

フ
ェ
リ
シ
ア
高
宮
一

〇
一

五
、　

二
、
二
三

松
屋
雄
太
郎

大
野
城
市
議
会

議
員

ま
つ
や
雄
太
郎

後
援
会

福
岡
県
春
日
市
春
日
原
北
町
四

－
五
〇

－

一
八　

旭
コ
ー
ポ
二
〇
一

号

五
、　

二
、
二
一

宮
川
宗
一
郎

福
岡
県
議
会
議

員

宮
川
宗
一
郎
後

援
会

福
岡
県
福
岡
市
城
南
区
長
尾
五

－

三
一

－

八　

有
吉
ビ
ル
二
〇
二
号

室

五
、　

二
、
二
八

和
田　

亮
彦

福
岡
市
議
会
議

員

和
田
あ
き
ひ
こ

後
援
会

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
大
井
二

－

一
三

－

二
三

五
、　

二
、
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体

の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

井
上　
　

寛

井
上
寛
後
援
会

公
職
の
種
類

福
岡
県
議
会
議

員

久
留
米
市
議
会

議
員

五
、　

二
、　

八

大
島
九
州
男

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ

ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ

ａ
ｌ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

ｙ
孫
悟
九

公
職
の
種
類

参
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

五
、　

一
、
一
八

大
塚　

進
弘

お
お
つ
か
進
弘

後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
直
方
市

古
町
八

－

八

福
岡
県
直
方
市

上
新
入
三
〇
八

二

－

五

五
、　

一
、
一
五

亀
﨑　

弘
記

亀
崎
弘
記
後
援

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

東
区
水
谷
二

－

一
一

－

三
九　

日
野
ハ
イ
ツ
一

階

福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
渡
辺
通

二

－

一

－

八
二

　

電
気
ビ
ル
第

二
別
館
三
階

五
、　

一
、
三
一

山
下　

泰
史

山
下
や
す
ふ
み

市
政
事
務
所

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
竹
丘
町

二

－

一

－

八

－

四
Ｆ

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
井
相
田

三

－

一
六

－

二

五

五
、　

二
、
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

大
島
九
州
男

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
孫
悟

九

五
、　

二
、　

八

髙
倉　

寛
視

髙
倉
寛
視
後
援
会

四
、
一
二
、
三
一
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田
中　

純
子

田
中
じ
ゅ
ん
こ
と
未
来
を
つ
く
る
会

五
、　

一
、
二
三

堀　
　

敬
治

ほ
り
け
い
じ
後
援
会

五
、　

二
、
二
四


